
冒
頭
、
自
治
連
合
会
の
倉
橋

一
郎
会
長
は
「
東
日
本
大
震
災

の
影
響
が
当
地
の
企
業
へ
も
及

ん
で
い
る
」
な
ど
と
挨
拶
。

議
題
に
移
り
役
員
承
認
後
、

自
治
会
費
に
つ
い
て
協
議
。
結

果
、
福
祉
会
費
値
上
げ
分
百
円

を
自
治
会
費
に
上
乗
せ
し
た
新

年
度
予
算
案
を
承
認
。
井
原
町

大
運
動
会
の
説
明
の
中
で
、
各

組
へ
選
手
選
出
を
依
頼
し
た
。

懸
案
の
倉
掛
地
区
水
害
防
止

対
策
と
し
て
今
秋
、
井
原
大
橋

近
く
の
水
門
を
動
力
排
水
式
と

す
る
市
の
決
定
や
、
十
二
月
十

～
十
一
日
に
第
二
回
倉
掛
文
化

祭
を
開
催
す
る
こ
と
な
ど
を
報

告
し
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
の
二
十
三

年
度
役
員
は
次
の
と
お
り
。

◇

◇

会

長

倉
橋

一
郎

副
会
長

山
岡

弘
幸

会

計

谷

和
政

総
務
広
報
部
長

松
井

憲
司

消
防
部
長

三
嶋

正
裕

防
犯
交
通
部
長

濱
田

好
宏

福
祉
体
育
部
長

細
羽

正
敏

環
境
部
長

山
本

勝
己

監

事

吉
川

朗

監

事

平
井

達
也

婦
人
部
長

瀬
川

治
子

少
年
部
長

村
上

達
也

消
防
第
３
部
長

笠
原

慶
一

倉
掛
婦
人
会
の
顔
合
わ
せ
が

つ
ど
え
～
る
で
四
月
十
七
日
に

行
わ
れ
、
支
部
役
員
や
各
組
長

ら
二
十
四
人
が
出
席
し
た
。

役
員
紹
介
に
続
い
て
前
年
度

の
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
全
会

一
致
で
承
認
。
交
通
安
全
街
頭

指
導
や
サ
ン
サ
ン
交
流
館
で
の

敬
老
会
、
共
同
募
金
集
金
等
の

年
間
活
動
を
確
認
し
た
。

瀬
川
支
部
長
は
「
役
員
が
力

を
合
わ
せ
て
運
営
に
あ
た
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
協
力
を
求
め
た
。

◇

◇

〈

倉

掛

婦

人

会

〉

支
部
長

瀬
川

治
子

副
支
部
長

会

計

森

和
子

教
養
文
化

山
岡

徳
美

保
健
体
育

山
岡

信
子

福
祉
生
活

渡
辺

豊
美

（
写
真
上
＝
左
か
ら
森
和
子
副

支
部
長
、
渡
辺
豊
美
副
支
部

長
、
瀬
川
治
子
支
部
長
、
山
岡

信
子
副
支
部
長
、
山
岡
徳
美
副

支
部
長
）

井
原
市
婦
人
会
及
び
井
原
婦

人
会
の
佐
藤
サ
チ
エ
前
会
長
が

退
任
し
た
こ
と
に
伴
う
役
員
人

事
で
、
倉
掛
の
中
島
知
子
さ
ん

（
十
五
の
二
組
）
が
井
原
婦
人

会
の
会
長
に
就
任
し
た
。

善
い
行
い
を
し
た
り
日
々
頑

張
っ
て
い
る
生
徒
・
児
童
を
讃

え
る
井
原
市
少
年
キ
ラ
リ
賞
に

十
五
人
と
二
団
体
が
選
ば
れ
三

月
十
四
日
、
市
役
所
で
滝
本
市

長
か
ら
記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ

た
。倉

掛
地
区
で
は
、
井
原
中
学

校
陸
上
競
技
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン

と
し
て
長
距
離
種
目
に
取
り
組

み
、
ト
ラ
ッ
ク
競
技
会
や
駅
伝

大
会
な
ど
で
活
躍
中
の
田
原
博

己
君
（
倉
掛
十
三
の
一
組
）
が

受
賞
し
た
。
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倉
掛
少
年
団
及
び
育
成
会
の

新
年
度
役
員
が
決
ま
っ
た
。

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
井
原

市
美
星
町
・
星
の
郷
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
七
月
二
十
三
日
か

ら
一
泊
二
日
の
予
定
。

村
上
達
也
育
成
会
長
ら
は
、

「
親
子
と
も
ど
も
頑
張
り
ま

す
」
と
豊
富
を
語
っ
て
い
る
。

◇

◇

〈
倉
掛
少
年
団
育
成
会
〉

会

長

村
上

達
也

副
会
長

山
元

幸
治

副
会
長

倉
橋

弘
一

副
会
長

西
村

道
子

副
会
長

吉
岡
富
貴
子

会

計

川
相

勝

顧

問

川
上

泰
宏

〈
倉

掛

少

年

団
〉

団

長

村
上

至
穏

副
団
長

佐
藤

春
菜

副
団
長

的
場

鈴
歌

〈 発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／倉橋一郎

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

少
年
キ
ラ
リ
賞

田
原
君
が
受
賞

井

原

市

サ
ロ
ン
あ
す
は
が
春
の
お
楽

し
み
旅
行
を
計
画
し
、
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。

今
年
の
行
き
先
は
広
島
県
世

羅
方
面
。
妹
尾
一
成
代
表
は
、

「
会
員
を
対
象
と
し
た
バ
ス
旅

行
で
す
が
、
多
く
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
る
。

と
き
：
５
月
11
日
（
水
）

午
前
９
時
出
発

集
合
：
つ
ど
え
～
る
駐
車
場

行
先
：
花
夢
の
里

（
80
万
株
の
芝
桜
）

せ
ら
夢
公
園
・
せ
ら
ワ

イ
ナ
リ
ー
・
高
原
市
場

甲
山
い
き
い
き
村

会
費
：
３
０
０
０
円

締
切
：
４
月
30
日
（
土
）

締
切
は
４
月
30
日

サ
ロ
ン

あ
す
は

市の水防対策を報告

支
部
役
員
に

瀬
川
さ
ん
ら

※カッコ内は世帯数

１ 組（10）片山 守

２ 組（ 5）北田 二三

３ 組（12）佐藤 一三
４ 組（ 5）山岡 淑子

５－１組（12）松本 豊

５－２組（13）実森 久松
６ 組（11）岡崎 三郎

７ 組（ 9）坂本 淳仁

８ 組（20）田中 憲治
９ 組（ 4）妹尾 磯吉

10 組（ 5）安原 陽子

11 組（ 6）片岡 香
12－１組（ 5）清水 勝己

12－２組（14）佐能 和志

13－１組（ 7）三嶋 正裕
13－２組（14）倉橋 誠

13－３組（15）倉橋 利治

14 組（11）森兼 伸夫
15－１組（10）渡辺 彰夫

15－２組（ 7）井上 純志

16 組（16）大西 正隆
17 組（ 9）朝原 孝之

18－１組（ 8）茂原 啓二

18－２組（ 9）丸山 時夫
18－３組（ 8）佐藤 伯志

平成23年度自治会長

平
成
二
十
三
年
度
倉
掛
自
治
会
の
予
算
総
会
が

つ
ど
え
～
る
で
四
月
十
六
日
夜
、
各
組
自
治
会
長

ら
四
十
七
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

婦
人
会

総

会

写真＝前列左から吉岡副会長・倉橋副会長・村上会長・西
村副会長、後列左から川上顧問・川相会計・山元副会長

「皆で頑張ります」
倉 掛 少 年 団 育 成 会

井
原
婦
人
会

予算総会

大橋上

水 門



サ
ロ
ン
あ
す
は
の
お
花
見
交

流
会
が
四
月
七
日
、
郷
社
足
次

山
神
社
境
内
で
行
わ
れ
、
会
員

四
十
三
人
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
サ
ロ
ン
あ

す
は
の
田
原
耕
太
郎
代
表
が
、

「
二
年
間
の
代
表
任
期
を
終
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
ご
交
誼
に
感
謝
い
た
し

ま
す
」
な
ど
と
挨
拶
。
新
任
の

妹
尾
一
成
代
表
は
「
皆
様
方
の

ご
支
援
を
頼
り
に
頑
張
り
た

い
」
と
豊
富
を
述
べ
た
。

続
い
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
橋
本
恭
子
氏
が
近
況
報
告
や

リ
ズ
ム
体
操
の
指
導
を
行
い
、

梅
木
芳
江
氏
は
救
急
医
療
情
報

カ
ー
ド
を
入
れ
て
お
く
「
は
ー

と
ふ
る
カ
プ
セ
ル
」
の
効
用
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
「
紙

風
船
割
り
」
。
二
チ
ー
ム
が

激
し
い
競
争
を
繰
り
広
げ
、

大
上
照
子
氏
の
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
で
は
新
し
い
手
品
が

次
々
と
披
露
さ
れ
、
歓
声
と

拍
手
に
包
ま
れ
た
。
昼
食
タ

イ
ム
は
カ
ラ
オ
ケ
も
楽
し
ん

だ
。

倉
掛
自
治
連
合
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

井
原
の
協
力
に
よ
る
週
末
を
利

用
し
た
倉
掛
パ
ソ
コ
ン
教
室
は

二
月
十
九
日
に
開
講
し
、
女
性

十
三
人
が
受
講
し
て
い
る
。

二
回
目
か
ら
文
字
入
力
の
練

習
に
入
り
、
一
ヶ
月
経
過
後
に

は
当
初
の
目
標
で
あ
る
「
自
分

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
る
」

と
い
う
レ
ベ
ル
に
ほ
ぼ
到
達
。

四
月
上
旬
は
花
見
会
の
案
内

書
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
受
講

者
は
見
本
ど
お
り
の
仕
上
が
り

を
確
認
し
て
順
番
に
印
刷
。

「
嬉
し
い
、
で
き
た
！
」
と
、

初
め
て
の

作
品

を
笑
顔
で

見
せ
合
っ
た
。
今
後
は
名
刺
作

り
や
パ
ソ
コ
ン
雑
学
な
ど
に
も

取
り
組
む
。

倉
掛
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
当
初

二
ヶ
月
を
予
定
し
て
い
た
が
、

受
講
者
か
ら
「
土
日
を
利
用
し

た
教
室
は
楽
し
い
。
継
続
し
て

欲
し
い
」
と
の
要
望
が
強
い
た

め
検
討
中
。

郷
社
足
次
山
神
社
の
春
季
大

祭
が
四
月
四
日
（
月
）
に
執
り

行
わ
れ
賑
わ
っ
た
（
写
真
）
。

巫
女
舞
い
が
始
ま
る
午
前
十

時
三
十
分
頃
に
は
報
道
関
係
者

や
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
ら

が
拝
殿
前
に
陣
取
り
、
八
人
の

演
じ
る
優
雅
な
榊
の
舞
を
撮
影

し
た
。

境
内
の
桜
開
花
は
遅
れ
た
も

の
の
、
今
年
の
人
出
は
好
天
に

恵
ま
れ
増
加
。
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
井
原
市
産
業
ま
つ
り

が
自
粛
取
り
止
め
に
な
っ
た
影

響
か
ら
「
郷
社
ま
つ
り
へ
人
が

流
れ
た
の
で
は
」
と
分
析
す
る

声
も
あ
っ
た
。

午
後
か
ら
は
忠
魂
碑
前
で
戦

没
者
の
鎮
魂
祭
な
ど
が
執
り
行

わ
れ
た
。
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5/ 1  消防団第３部試運転日

5/ 8  倉掛少年団公園・堤清掃作業

5/11  サロンあすは

春のお楽しみバス旅行

5/13  事業所自治会費集金（午後）

5/21  自治連合会防犯パトロール

5/21  井原町大運動会準備 13時～

5/22  第12回井原町大運動会

午前８時40分～

5/22～29 倉掛全戸溝掃除

6/ 5  消防団第３部試運転日

6/ 5  倉掛少年団春季資源回収

午前８時00分～

6/ 5  溝掃除汚泥・土のう回収

消火器薬剤入替え

6/18  自治連合会防犯パトロール

6/19  少年団・学区球技大会

7/23～24 倉掛少年団キャンプ（美星）

星の郷ふれあいセンター

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■池坊生華教室会員募集のお知らせ

<会 場> 郷社足次山神社集会室
<講 師> 川上敏枝先生
<開催日> 第２・第４日曜日 午後１時～
<月 謝> 盛花 ３５００円

生華 ３５００円
立華 ４０００円

<申込先> 渡辺悦已（６２－３０７１）

郷
社
ま
つ
り

のどかな４２年前の村入の絵＝つどえ～る

東
三
原

村

入

つどえ～るに掲げられている
故倉橋英男画伯（倉掛６組）の
大作「山村風景」（１００号サ
イズ・昭和４４年）の写生場所
が、芳井町東三原・村入地区と
判明し、話題となっている。
３月２７日に行われたつどえ

～る講座に参加し偶然、絵の向
かい側に座った北山町の片山守
さんが「左上に私の育った家が
描かれている」と語ったことか
ら分かったもの。
写真を持参して確認した村入

の佐藤さんは「標高が５００ｍ
を超えるため気温が低く、梅の
花の感じから４月上旬に描かれ
たものでは」と話している。

大上照子氏のマジック
東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す


